
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
に
施
行

さ
れ
た
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
は
支
給
年
度
を
六
十
歳
か

ら
六
五
歳
に
段
階
的
に
引
き
上
げ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
そ
の
間
の

生
活
を
保
障
す
る
た
め
希
望
す
る

者
全
員
を
対
象
と
し
、
年
金
支
給

ま
で
企
業
が
雇
用
責
任
を
果
た
す

と
い
う
法
律
で
す
。

大
原
則
は

安
定
し
た
雇
用
確
保
で
す

法
律
は
、
正
規
社
員
の
ま
ま
、

賃
金
ダ
ウ
ン
な
し
で
、
年
金
支
給

年
度
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

①
定
年
制
の
廃
止

②
定
年
を
六
五
歳
に
す
る

③
雇
用
の
継
続

労
使
間
で
十
分
に
話
し
合
い
、

そ
の
企
業
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も

ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み
・
基
準
を
決

め
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

沖
電
気
、
評
価
基
準
で
、

採
用
を
選
別

雇
用
延
長
は
「
希
望
者
全
員
の

雇
用
」
が
原
則
で
す
。
沖
電
気
も

希
望
者
全
員
の
雇
用
を
労
使
で
合

意
し
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
に
は
再
雇
用
す
る
対

象
者
を
選
別
す
る
四
つ
の
基
準
を

決
め
ま
し
た
。
組
合
員
レ
ベ
ル
で
、

四
段
階
評
価
の
う
ち
「
３
」
（
グ

レ
ー
ド
３
）
以
上
の
人
は
グ
ル
ー

プ
内
で
再
雇
用
、
そ
れ
以
外
は
グ
ー

プ
外
の
企
業
に
出
さ
れ
る
（
再
就

職
先
を
探
す
）
内
容
で
す
。
（
特

例
で
会
社
が
必
要
と
認
め
た
人
は

グ
ル
ー
プ
内
）
東
芝
で
は
、
全
員

を
原
則
と
し
な
が
ら
、
お
よ
そ
一

割
が
選
別
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
立
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
も
「
事
業
主

が
恣
意
（
し
い
）
的
に
継
続
雇
用

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
な
ど
は
み

と
め
ら
れ
な
い
」
と
し
た
厚
生
労

働
省
の
指
導
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
反

し
た
内
容
で
す
。

生
計
維
持
が
困
難
な
低
賃
金

六
〇
歳
以
上
で
の
賃
金
は
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
は
、
大
幅
な
賃
金

ダ
ウ
ン
で
す
。
全
員
の
雇
用
が
継

続
さ
れ
、
比
較
的
条
件
が
良
い
と

さ
れ
る
松
下
電
器
で
も
、
年
間
で

百
八
十
万
円
～
三
百
万
円
（
一
時

金
を
含
む
）
程
度
し
か
な
り
ま
せ

ん
。
沖
電
気
も
ダ
ウ
ン
で
す
が
、

日
立
は
、
研
究
者
は
退
職
時
の
五

〇
％
、
そ
の
他
は
時
給
八
百
円
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
も
、
「
年
金
支
給
年
齢

ま
で
の
生
計
維
持
」
と
い
う
改
正

法
の
趣
旨
に
反
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
全
希
望
者
の

雇
用
延
長
を
要
請

電
機
の
職
場
で
働
く
労
働
者
の

交
流
組
織
（
労
働
者
懇
談
会
）
は

五
月
十
一
日
に
雇
用
延
長
問
題
で

厚
労
省
に
対
し
て
労
働
者
を
恣
意

（
し
い
）
的
排
除
す
る
企
業
が
横

行
し
て
い
る
実
態
を
訴
え
、
「
希

望
者
全
員
」
と
い
う
法
の
趣
旨
の

そ
っ
た
指
導
を
書
面
と
口
頭
で
要

請
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
、

沖
電
気
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
，
日
立
、
東
芝

な
ど
の
労
働
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

厚
労
省
職
業
安
定
局
の
係
長
は

「
労
使
協
定
の
問
題
で
あ
り
、
行

政
が
介
入
す
る
問
題
で
は
な
い
」

と
、
無
責
任
な
回
答
に
終
わ
り
ま

し
た
、懇

談
会
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
要
請
行
動
な
ど
の
活
動
を
強

め
る
事
に
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
〇
日
が
定
年
で
す
。
高

卒
で
、
勤
続
四
十
二
年
、
会
社
と
、

交
渉
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

組
合
活
動
に
力
を
入
れ
た
私
は
、

差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
、
グ
レ
ー

ド
２
で
定
年
に
な
り
、
雇
用
延
長

で
も
ま
た
、
選
別
の
対
象
で
す
。

六
三
歳
ま
で
の
年
金
は
約
八
万
円

で
、
こ
れ
で
は
、
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
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《
沖
電
気
の
社
会
貢
献
》

「
災
害
救
援
支
援
活
動
」

一
九
九
五
年
、
一
月
十
七
日
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
期
に
救
援

活
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

九
八
年
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
、
〇
四
年
の
タ
イ
・
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
な
ど
の
国
外
、
国

内
で
は
〇
四
年
の
新
潟
中
越
地
震

に
は
沖
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
無
線

機
器
を
含
め
約
二
千
万
円
の
義
援

金
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
必
要
な
、
社
内
訓
練

と
同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

定
着
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
フ
マ
ジ
ム
ン

退
治

ウ
チ
ナ
ー
（
沖
縄
）

が
私
の
故
郷
で
す
。
昭
和
二
十
年

六
月
二
三
日
、
沖
縄
は
玉
砕
し
ま

し
た
。
今
年
も
こ
の
日
、
沖
縄
は

「
慰
霊
の
一
日
」
を
す
ご
し
ま
す
。

死
者
は
県
民
の
四
人
に
一
人
、
二

十
万
人
以
上
が
な
く
な
っ
た
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
▼
私
の
両
親
は

サ
イ
パ
ン
島
で
戦
争
を
体
験
。
艦

砲
射
撃
で
負
傷
し
た
母
は
祖
母
と

一
緒
に
ガ
マ
（
壕
）
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
、
ナ
イ
フ
を
喉
に
あ
て
自

害
を
は
か
り
ま
し
た
。
命
は
取
り

留
め
ま
し
た
が
、
母
の
首
に
は
八

㎝
大
の
傷
が
残
り
三
年
前
に
亡
く

な
る
ま
で
痛
ま
し
い
姿
で
生
活
し

て
い
ま
し
た
▼
母
の
口
癖
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
「
子
や
孫
の
た

め
に
命
あ
る
限
り
平
和
運
動
を
し

た
い
」
。

現
在

八
七

歳
の

父
は

、

古
希
の
あ
い
さ
つ
で
「
セ
ナ
ガ
亀

次
郎
（
沖
縄
人
民
党
）
さ
ん
の
遣や

り
残
し
た
ウ
フ
マ
ジ
ム
ン
（
大
き

な
魔
物
・
日
米
安
保
条
約
と
米
軍

基
地
）
退
治
を
若
者
と
共
に
で
き

た
ら
幸
福
」
と
語
り
ま
し
た
▼
日

本
全
土
の
一
％
に
満
た
な
い
沖
縄

に
米
軍
基
地
の
七
五
％
が
あ
り
ま

す
。
今
、
基
地
の
再
編
強
化
の
た

め
に
三
兆
円
と
も
い
わ
れ
る
税
金

が
つ
ぎ
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
「
基
地
は
人
殺
し
の
た
め
の

も
の
だ
」
と
戦
争
で
奇
跡
的
に
生

き
延
び
た
ウ
チ
ナ
ー
の
お
じ
ぃ
・

お
ば
ぁ
は
母
や
父
と
同
じ
気
持
ち

で
、
辺
野
古
な
ど
の
基
地
反
対
闘

争
の
先
頭
で
、
今
日
も
命
を
張
っ

て
闘
っ
て
い
ま
す
。
美
ら
海
、
美

ち
ゅ

ち
ゅ

ら
島
の
自
然
と
平
和
を
願
い
な
が

ら
。

（
東
）

人
間
ら
し
く
働
き
、
生
活
し
た
い
と
い
う
願
い
と
希
望

職
場
新
聞
「
あ
す
な
ろ
」

夏
季
募
金
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
法
」
改
正
の
原
則
に
背
く
電
機
の
雇
用
延
長
制
度

選
別
採
用
と
大
幅
な
賃
金
減
少

選
別
な
く
、
沖
電
気
で

働
き
た
い
の
で
す
。

北
村
晴
夫

（
本
庄
）

電機の雇用延

長制度の概要
沖電気 松下電器 東芝 日立 ＮＥＣ 富士電機 シャープ 三菱電機

対象者
評価で職場

を差別採用
希望者全員

直前３年間

評価で選別

本人と会社が

合意した者

最低評価２年

続くもの除く
希望者全員

会社と条件が

あえば採用
希望者全員

６０歳まで

の賃金
減額なし 減額なし

月額で

５万円減
減額なし

５６歳到達時

の８０％
減額なし 減額なし

５６歳到達時

の８０％

６０歳から

の賃金

評価により月

１５～２０万

年間１８０

～３００万

月１６．４

～２１．４万

時給８００円

半減雇用あり

５６歳到達時

の４０％

５９歳時の

６０％程度

時給１１００

～２０００円

５６歳到達時

の５０％



ラ
イ
セ
ン
ス
手
当
て

（
タ
ケ
ダ
）
精
密

ス
キ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
、

書
道
・
・
・
仕
事
に
関
係

な
く
て
も
可
。
過
去
一
年

間
に
取
得
し
た
ら
、
一
年

間
の
手
当
て
が
で
る
。
幅

の
広
い
人
間
を
育
て
る
の

が
目
的
。

（
ト
ー
ハ
ン
）
流
通

日
本
商
工
会
議
所
の
小

売
商
資
格
を
取
得
す
れ
ば
、

月
額
五
千
円
の
手
当
て
。

独
身
帰
省
休
暇

（
日
本
食
品
化
工
）
食
品

三
〇
歳
ま
で
の
独
身
者

が
対
象
。
年
二
回
の
帰
省

休
暇
が
と
れ
る
。
嬉
し
い

こ
と
に
交
通
費
も
全
額
支

給
な
の
で
、
取
得
率
は
百

％
に
近
い
と
か
。

２００６年 ６月 第２１２号

チ
ャ
レ
ン
ジ
風
景

【
東
京
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
（
改
善
・
開
発
）

表表表表表表表表表表表
彰
の
申
請
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ

とととととととととと
面
白
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

たたたたたたたたた
。
期
末
の
締
切
り
が
近
く
な
っ

ててててててて
も
申
請
数
が
ほ
ん
の
僅
か
で
、

とととととととととと
て
も
目
標
に
は
届
き
そ
う
も
あ

りりりりりりりりり
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ

締締締締締締締締締締締締
切
り
直
前
に
な
る
と
・
・
・
。

もももももももももも
ち
ろ
ん
み
ん
な
忘
れ
て
い
る
わ

けけけけけけけけけけ
で
は
な
い
の
で
す
。
申
請
件
数

ののののの
八
〇
％
以
上
が
最
後
の
一
週
間

にににににににに
、
五
〇
％
以
上
が
最
後
の
三
日

間間間間間間間間間間間
に
、
一
気
に
駆
け
込
み
申
請
さ

れれれれれれれれれれ
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
忙
し
く
て
な

かかかかかかかか
な
か
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で

すすすすすすすすすすす
が
、
仕
事
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

いいいいい
る
か
ら
こ
そ
、
火
事
場
の
底
力

とととととととととと
い
う
か
、
全
開
パ
ワ
ー
が
出
せ

るるるるるるるる
の
で
し
ょ
う
ね
。

中
国
で
は
椅
子
作
業

日
本
で
は
立
ち
作
業

【
ジ
ェ
イ
・
ア
イ
・
ピ
ィ
・
テ
ク
ノ
】

沖
電
気
・
本
庄
工
場
の
一
部
を

分分分分分分分分分分分
離
独
立
し
て
発
足
し
た
会
社
は

賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃賃
金
も
削
減
さ
れ
、
椅
子
も
撤
去

さささささささささささ
れ
立
ち
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。

中
国
で
の
モ
バ
イ
ル
パ
ソ
コ
ン

ののののの
キ
ー
ボ
ー
ド
の
生
産
販
売
会
社

（
日
沖
電
子
科
技
・
紅
蘇
省
昆
山
・

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
電
気
が
一
〇
〇
％
出
資
）
で
は
、

椅椅椅椅椅椅椅椅椅椅椅椅椅
子
に
座
っ
て
の
作
業
で
す
。

中中中中中中中中中中中
国
の
仲
間
よ
！
椅
子
を
守
っ
て
！

四
九
歳
の
在
職
死
亡

【
八
王
子
】

五
月
十
日
の
訃
報
に
四
九
歳
男

性性性性性性性性性性性
の
急
逝
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
連
休
明
け
の
八
日
に
は
出
勤
し

ててててててて
い
た
し
突
然
の
事
で
驚
い
た
」

「
事
業
推
進
部
で
が
ん
ば
っ
て
い

たたたたたたたたた
人
だ
よ
ね
」
な
ど
の
声
が
ア
チ

コココ
チ
で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

十
二
日
の
昼
休
み
に
は
、
四
二

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
の
男
性
が
突
然
倒
れ
、
救
急
車

ででででででで
総
務
や
健
康
管
理
室
の
人
に
付

きききききききききき
添
わ
れ
、
酸
素
マ
ス
ク
を
つ
け

病病病病病病病病病病病病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
幸
い
に

もももももももももも
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
職
場
で
は
「
緊
急
診
療
（
社

内
用
）
」
が
メ
ー
ル
で
配
信
さ
れ

た
り
「
緊
急
連
絡
網
」
を
用
意
す

る
な
ど
お
お
わ
ら
わ
で
し
た
。

「
健
康
を
害
し
て
い
る
人
が
回
り

に
多
す
ぎ
る
」
な
ど
、
会
社
の
健

康
管
理
に
疑
問
の
声
も
出
て
い
ま

す
。改

革
の
成
果
？

【
沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
】

沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）

の
月
ご
と
の
決
算
は
わ
ず
か
な
が

ら
黒
字
基
調
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
改
革
」
の
成
果
が
出
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
ろ
良

い
こ
と
で
す
。
「
改
革
」
の
指
導

者
か
ら
は
「
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け

で
な
く
全
体
で
効
率
よ
く
作
業
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
で

の
思
う
よ
な
成
果
は
上
が
っ
て
い

な
い
と
い
う
事
の
よ
う
で
す
。

成
果
主
義
で
人
の
事
ま
で
考
え

ら
れ
な
く
な
り
、
職
場
は
Ｏ
Ｅ
Ｆ

の
正
社
員
・
パ
ー
ト
さ
ん
、
エ
ー

ル
テ
ッ
ク
ス
（
旧
東
北
沖
か
ら
分

社
）
の
正
社
員
・
準
社
員
・
ゴ
ー

ル
ド
社
員
と
数
社
の
派
遣
社
員
と
、

異
な
る
身
分
の
集
合
で
、
仕
事
の

分
担
と
責
任
の
複
雑
さ
も
原
因
で

す
か
ね
。

な
ん
で

賃
下
げ
に
な
る
ん
だ
！

【
群
馬
】

賃
上
げ
結
果
が
各
人
に
配
ら
れ

ま
し
た
。
富
岡
工
場
で
は
中
高
年

の
組
合
員
が
多
く
、
賃
上
げ
は
四

０
０
～
五
０
０
円
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
「
こ
れ
で
賃
上
げ
と
は
ネ
」

「
景
気
が
い
い
と
は
ど
こ
の
こ
と

だ
」
「
中
高
年
の
給
料
は
上
が
ら

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
ん
だ

か
ら
、
先
を
考
え
る
と
若
い
連
中中中中中中中中中中中中中

も
や
る
気
出
な
い
よ
な
」
等
々
、

い
ろ
い
ろ
意
見
が
出
ま
し
た
。
ググググググググ

レ
ー
ド
給
、
加
算
給
が
限
度
額
ににににににににに

達
し
て
し
ま
う
と
賃
上
げ
が
余
りりりりりりりりり

期
待
で
き
な
い
現
行
制
度
。

賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
、
賃
下
げ
ししししししし

た
組
合
員
が
い
ま
す
。
グ
レ
ー
ドドドドドドドドド

の
ラ
ン
ク
が
下
が
り
、
「
今
ま
でででででででで

と
同
じ
仕
事
で
同
じ
成
果
を
出
ししししししし

て
い
て
、
ど
う
し
て
賃
下
げ
だ
、

冗
談
じ
ゃ
な
い
！
」
そ
の
組
合
員員員員員員員員員員員員

は
昇
給
通
知
書
を
破
り
捨
て
ま
ししししししし

た
。
賃
下
げ
は
他
の
職
場
で
も
。

グ
レ
ー
ド
の
格
付
け
が
下
が
っ
たたたたたたたたた

組
合
員
の
話
し
も
出
て
い
ま
す
。

一
度
賃
下
げ
に
な
る
と
調
整
給
がががががががが

あ
る
限
り
、
昇
格
し
て
も
賃
金
ははははははははは

下
が
っ
た
ま
ま
で
す
。
現
行
賃
金金金金金金金金金

制
度
を
支
え
る
「
公
正
性
」
「
納納納納納納納納納納納納

得
性
」
「
公
平
性
」
は
守
ら
れ
てててててててて

い
ま
せ
ん
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【
本
庄
】

全
沖
の
労
使
共
催
・
ボ
ウ
リ
ンンンンンン

グ
大
会
が
本
庄
地
区
で
も
取
り
組組組組組組組組組組組組

ま
れ
て
い
ま
す
。
「
職
場
の
上
司
・

同
僚
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーーーーーーーーー

シ
ョ
ン
を
」
と
い
う
目
的
で
、
職職職職職職職職職職職職職

場
ご
と
に
開
催
さ
れ
話
題
で
す
。

年
配
の
人
は
「
中
山
律
子
っ
てててててててて

知
っ
て
い
る
か
？
」
「
ブ
ー
ム
のののののの

時
は
若
い
人
の
た
ま
り
場
で
、
二二二二二二

～
三
時
間
待
ち
は
当
た
り
前
だ
っっっ

た
」
「
俺
は
そ
の
昔
、
マ
イ
ボ
ーーーーーーーーー

ル
も
マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
も
持
っ
て
いいいいいい

た
ん
だ
ぞ
」
と
い
え
ば
、
若
い
人人人人人人人人人人人

か
ら
「
そ
れ
じ
ゃ
二
〇
〇
は
い
きききききききききき

ま
す
ね
。
先
輩
」
と
。

新
型
テ
レ
ビ
な
ど
景
品
の
豪
華華華華華華華華華華華華華華

さ
も
あ
り
職
場
の
話
題
に
な
っ
てててててててて

い
ま
す
。
結
果
が
楽
し
み
で
す
が
、、、、、、、

「
昔
の
若
い
人
」
は
密
か
に
練
習習習習習習習習習習習習習習

を
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《
編
集
後
記
》

経
済
的
な
理
由
か
ら
「
就
学
援
助
」

を
受
け
る
人
が
急
増
。
東
京
の
足足足足足足足足足足

立
区
で
は
42
％
を
超
え
二
万
人
に
。。。。。。。

「
勝
ち
組
み
」
優
遇
の
政
治
の
ししししししし

わ
寄
せ
が
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。。。。。。。

軍
需
産
業
と
し
て
の

沖
電
気

日
本
の
軍
事
費
は
年
間
五
兆

円
を
超
え
世
界
二
位
で
す
。
沖

電
気
は
防
衛
関
連
企
業
と
し
て

「
日
米
安
全
保
障
戦
略
会
議
」

に
も
協
力
・
支
援
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
九
年
の
防
衛
庁
へ
の

契
約
高
は
十
一
位
で
約
二
百
億

円
で
、
売
上
げ
高
の
四
％
を
占

め
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
二

十
位
以
下
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
沖
電
気
は
「
陸
上

自
衛
隊
の
任
務
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
な
ど

の
国
際
貢
献
業
務
が
加
わ
り
，

戦
闘
の
敵
方
に
テ
ロ
リ
ズ
ム
や

武
装
民
間
人
が
加
わ
る
な
ど
、

新
た
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
新
し
い
装
備

品
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
い
る
」

と
し
て
軍
需
産
業
へ
の
食
い
込

み
を
強
め
て
い
ま
す
。

天
下
り

職
員
派
遣
で
癒
着

沖
電
気
は
防
衛
庁
へ
の
技
術

者
の
派
遣
な
ど
を
日
当
一
人
約

一
〇
万
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
海
上
自
衛
隊
艦
船
補
給

処
武
器
部
長
（
一
等
海
佐
）
の

天
下
り
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

沖 電 気 の 職 場 を 明 る く す る 会

装備品契約高 ２８４億円

職員・技術者

派遣延べ人数
２９５２人

天下り人数 ２人

企業のおもしろ手当て・ユニーク休暇 ④

子
ど
も
の
頃
、
日
暮
れ
て
暗
く

な
る
ま
で
、
野
球
を
し
て
い
ま

し
た
。
い
つ
か
プ
ロ
を
夢
見
て
。

戦
後
、
食
べ
る
物
が
な
く
て

も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
空
き
地
や

稲
刈
り
の
あ
と
の
田
ん
ぼ
で
、

夢
中
に
な
っ
て
野
球
を
し
た
も

の
で
す
。
み
ん
な
の
夢
は
プ
ロ

野
球
選
手
で
し
た
。
私
も
中
学
、

高
校
と
野
球
に
熱
中
し
ま
し
た

が
夢
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖
電
気
入
社
後
も
寮
や
職
場

で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。

野
球
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
も
伝
え
よ
う
と
、

住
ん
で
い
る
地
域
に
自
治
会
の

協
力
で
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

三
十
年
も
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
健
全
な
成
長
を
願
い
な
が
ら

関
わ
る
事
が
で
き
「
こ
れ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
誇
り

と
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

沖
電
気
の
低
賃
金
が
、
老
後

の
生
活
も
苦
し
め
ま
す
が
、
平

和
で
安
心
な
社
会
が
夢
で
す
。

三
人
の
娘
を
育
て
る
の
は
、

大
変
で
し
た
。
定
時
後
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
貯
蓄
や
老
後
に
備
え
て
の

年
金
保
険
な
ど
に
回
す
余
裕
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

低
賃
金
は
、
退
職
金
や
年
金
に

も
影
響
し
て
、
こ
の
先
の
生
活
を

考
え
る
と
途
方
に
く
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

世
の
中
の
動
き
に
関
心
も
っ

て
、
歩
き
な
が
ら
考
え
ま
す
。

い
ま
、
社
会
保
障
の
切
り
崩
し

や
過
密
労
働
・
成
果
主
義
賃
金
・

不
安
定
雇
用
の
増
大
と
少
子
化

な
ど
、
大
変
生
き
に
く
い
世
の

中
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
を
し

な
い
と
誓
っ
た
は
ず
な
の
に
海

外
派
兵
を
し
た
り
、
憲
法
を
変

え
よ
う
と
す
る
動
き
は
大
き
く

な
り
、
不
安
が
増
大
で
す
が
・
・
。

今今今今
月
定
年
の
わ
た
し
の
気
持
ち
で
す
。

《
弱
者
切
捨
て
社
会
や

軍
事
大
国
を
望
ま
な
い
》

道
下

英
夫
さ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

（
八
王
子
）


